
 

 

苦楽園五番町くすのき台地区地区計画 

 

Ｒ２．２．２８ 決定 

名 称 苦楽園五番町くすのき台地区地区計画 

位 置 西宮市苦楽園五番町の一部 

区 域 計画図１表示のとおり 

面 積 約４．３ヘクタール 

地区計画の目標 本地区は、阪急苦楽園口駅の北西、夙川の支流である中新田川の右岸

の斜面に位置し、自然環境に恵まれた緑豊かな低層住宅地が形成され

ている。本地区計画は、こうした地区特性を活かし、豊かな自然とす

まい・まちなみが調和している良好な住環境を維持、保全することを

目標とする。 

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の方針 本地区は、緑豊かで良好な戸建住宅を主体とした住宅地を保全、育成

するよう土地利用を誘導する。 

現に存する樹林地、草地等で、良好な住環境を確保するために必要な

土地利用の制限を定める。 

地区施設の整備方針 道路、公園等の地区施設は、その機能が損なわれないよう維持、増進

を図る。 

建築物等の整備方針 自然環境に恵まれた緑豊かでゆとりと潤いのある住宅地を形成するた

め、建築物の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、建築物の壁

面の位置の制限、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限、垣又

は柵の構造の制限を定める。 

住環境を保全、育成し、緑豊かな潤いのあるまちなみの形成を図るた

め、道路沿いの緑化に努める。 
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計画図１表示のとおり 

地区整備計画の区域面積 約４．３ヘクタール 
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建築物の 

用途の制限 

建築することができる建築物は、次に掲げるものとする。 

１．戸建専用住宅 

２．専ら居住の用に供する長屋住宅（３戸以上の住戸を有するものを

除く。） 

３．戸建住宅で延べ面積の２分の１以上を居住の用に供し、かつ、次

のア又はイに掲げる用途を兼ねるもの（これらの用途に供する部

分の床面積の合計が５０平方メートルを超えるものを除く。） 

ア 事務所 

イ 学習塾、華道教室、囲碁教室その他これらに類する施設 

４．自治活動等の目的の用に供するための集会所その他これらに類す

る施設 

５．水道法第３条第２項に規定する水道事業の用に供する施設 

６．前各号の建築物に附属するもの 
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建築物の 

敷地面積の 

最低限度 

計画図１に示す各区域の建築物の敷地面積の最低限度は、次の各号に

定める面積とする。 

（１）区域Ａ部分 ２５０平方メートル 

（２）区域Ｂ部分 ３００平方メートル 

（３）区域Ｃ部分 ５００平方メートル 

ただし、現に建築物の敷地として使用されている土地又は現に存する

所有権その他の権利に基づいて建築物の敷地として使用する土地につ

いて、その全部を一の敷地として使用する場合にあっては、この限り

でない。 

建築物の 

壁面の位置の制限 

計画図２に示す敷地境界の点線アの部分においては、建築物の外壁又

はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離の最低限度は、２メ

ートルとする。 

建築物等の形態又

は色彩その他の意

匠の制限 

１．建築物の屋根及び外壁その他戸外から望見される部分の形態、意

匠及び色彩は、自然環境及び周辺の建築物との調和に配慮したもの

とする。 

２．自動車の出入口は、道路の隅切り部分に設けてはならない。 

垣又は柵の構造の

制限 

１．道路（歩行者専用道路を除く。）に面する敷地側１メートル部分

には、塀、垣及び柵を設置してはならない。ただし、次の各号に掲

げるものは、この限りでない。 

（１）門、門柱及びこれに附属する左右の各延長が２．０メートル以

下かつ高さ１．５メートル以下の門の袖壁 

（２）高さ１．２メートル以下で透過率７０％以上のカーゲート及び

これに附属し、自動車の進入方向に設ける高さ１．５メートル以下

の袖壁 

（３）道路より宅地が低い場合における高さ１．２メートル以下の転

落防止のための手すり又は透過性のある柵等 

（４）階段又は通路橋に設置する高さ１．２メートル以下の手すり又

は透過性のある柵等 

（５）水道法第３条第２項に規定する水道事業の用に供する施設にお

ける侵入防止のための透過性のある柵等 

２．隣地に面する垣又は柵の構造は、生垣又は透過性のある柵等とし、

見通し及び緑化の妨げとなるコンクリートブロック等としてはなら

ない。ただし、垣又は柵の基礎で天端高さ４０センチメートル以下

のコンクリートブロック等はこの限りでない。 

土地利用

の制限に

関する事
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現に存する

樹林地、草

地等の保全

に関する事

項 

計画図２に示す保全区域１は、緑豊かで安全かつ快適な住環境を守る

ため、樹林や草地を維持、保全し、かつ、建築物の建築及び工作物の

建設をしてはならない。 

ただし、法面等の保護及び維持管理上、やむを得ないと認められる場

合にあっては、必要最小限の工作物の建設及び伐採をすることができ

る。 

 






